
令和６年３月１０日 

令和５年度 世田谷区立東深沢小学校 学校自己評価報告書 

 

Ⅰ 学校の概要 

 ◇校 ⾧   佐々木 克二 

 ◇学級数   通常学級 ２６学級 

 ◇児童数   ８４６名（令和６年３月１０日現在） 

 ◇みしまの森学舎 （東深沢小学校 等々力小学校 東深沢中学校 三島幼稚園 麻生深沢幼稚園 

めぐみ保育園 せたがやこころ保育園 いずみ保育園 ふかさわミル保育園） 

 ◇ホームページアドレス http://school.setagaya.ed.jp/hisa/ 

 

Ⅱ「学校自己評価」について 

 

  肯定的評価（とても思う・思う）の数値が９０％以上の項目・内容について、概ね達成できたものと

判断した。今後も継続して推進するとともに、建設的に工夫・改善を加えて取り組んでいく。 

  また、肯定的評価（とても思う・思う）の評定が６０％未満の項目・内容については課題として捉え、

その中で特に今後の改善が必要な事項について改善策を検討した。 

 

Ⅲ 評価結果の考察 

 

１ 児童アンケートについての考察 

 

 〇「学校が楽しい」と回答した児童が９３％となり、学校生活に満足している様子が伺える。また、「学

校行事は、達成感がある」が昨年度を上回り、様々な学校行事が行えるようになったことが児童の達

成感につながった。 

 

 〇学び舎の中学校に関する情報提供や中学生との交流ついての肯定的評価が前年比＋１６ポイントと

なった。コロナ禍での活動の制限がなくなり、中学校生徒会活動やあいさつ運動、幼稚園保育園との

音楽会での交流及び第 1 学年生活科の授業での交流を実施できるようになったことが大きな成果で

あった。学び舎の情報提供を積極的に行うとともに、工夫しながら直接交流の機会をさらに増やして

いきたい。 

 

 ●「自分の生き方や将来のことについて、考える授業がある」と回答した児童は前年比―7 ポイントの

５７％にとどまった。さらに無回答が１７％あることから、児童の中でキャリア教育の意識付けが十

分できていないことが分かった。学校全体としてキャリア・未来デザイン教育の一層の充実を図って

いく必要がある。キャリアパスポートを活用し、自分の成⾧を振り返ることも大切にしていきたい。 

 



２ 保護者アンケートについての考察 

 

 〇全体として肯定的評価が増え、その中でも A 評価が大きく増えた結果となった。紙面回答にしたこ

とで、回答率が昨年度の４７．５％から９０．９％となり、保護者の方が学校の教育活動にご理解を

いただいていることが数値から明らかになった。引き続き連携しながら取り組んでいきたい。 

 

〇学習指導に関する 4 項目全ての肯定的評価が昨年度を上回った。校内研究を柱に取り組んでいる授業

改善が功を奏していると考えられる。児童が自ら課題を発見し解決していくような、よりよい学びを

目指して、引き続き、授業改善に取り組んでいく。 

 

〇地域との連携について、全ての項目が７０％以上となり、昨年度を上回った。総合的な学習の時間を

中心にゲストティーチャーとして授業に参加していただいたり、地域の商店街や福祉施設で学習活動

を実施したりすることができたことが要因と考えられる。次年度も、活動の工夫しながら学校や児童

が地域とつながる機会を増やしていきたい。 

 

●家庭と学校の連携について、「私は学校公開にすすんで参加している」の数値が前年比ー５ポイント、

「私は 学校行事、PTA や地域行事などにすすんで協力している」がー８ポイントとなった。保護者

が直接児童の様子を見ることができる機会が限られた中で、学校と家庭が同じ方向を向いて児童を育

成していけるよう、引き続き連携を図っていく。 

 

３ 地域アンケートについての考察 

 

 〇「私は、東深沢小学校の教育活動等に、協力していきたい」の肯定的評価は９７％と非常に高く、地

域の方が温かく学校を見守ってくださっていることが伝わってきた。 

 

 〇児童のあいさつについて、地域の肯定的評価が＋１１ポイント昨年度を上回った。総合的な学習の

時間でよりよい町づくりに地域の方と共に児童自ら取り組むなど、地域とともに活動できたことも

要因と考えられる。「こども見守り隊」や「あいさつ運動」の活動が学校の大きな支えとなっている

と考えられる。 

 

 ●学校からの情報提供について、学び舎や学校運営委員会などの活動の周知が十分でなかった。お便

りやホームページを通して、さらに情報発信していく必要がある。 

 


